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＜連絡事項＞

· 4/20　18:30（受付18:10）　春の会がグランドホテルにて行われます。

　　　　　4月1日までに、会費　5000円病院幹事まで支払いお願いします。

　　　　　当日、深夜・準夜・遅番の方は後日返却します。なお、平成16年4月21日以降に入職の方は参加費不要です。

· カンファレンスの新しい回覧の仕方について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種別は、日誌・日報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　格納場所は、カンファ記録→看護課→西病棟→カンファ記録の順序で行います。

· 下野　正男　様～アルコール治療プログラム終了となる為、4/7（木）10:00退院　　　　　　　　予定となります。

· 野村　智子　様～本日14:00～17:00まで初外出されています。無事問題なく帰院され　　　　　　　　ています。

＜作業報告・検討＞

・野村　智子　様～昨日より、作業導入しています。手芸が得意という事で「パッチワ

ークのカバンを作りたい」と話され、終了時間まで行うこと出来て

いますが、外出の事を気にされる様子みられています。オリエンテ

ーションでは、昔から幼なじみの友達が一人いて「今までその方と

助け合ってきたから他の人と交流を持つ気はない。人付き合いが苦

手なので社会には出ない。自宅の養蜂園を手伝う」と、話されてい

ます。作業中は、周りが気になる様子で、わきに汗をかいている事

をスタッフに話していたそうです。今後については、気分転換を図

っていける様な物を、本人のペースをみながら行っていきます。周

りが気になって、衝動的になった時は口で伝えて頂く様に伝えてい

ます。まだ、一週間たっていない為、今後も様子を見ながら行って

いきたいと思います。

・畑山　勝司　様～昨日より、作業導入されています。おどおどされた様子、緊張され

　　　　　　　　　た様子見られていますが、アンデルセンに興味を持たれ、丁寧に集

中し、行うこと出来ています。他者との交流もなく、スタッフとの

会話でも目を合わそうする事ないですが、落ち着いて取り組まれて

います。今後については、気分転換を図っていきながら、本人の興

味のある物を行っていき集団生活に慣れて頂く様な関わりを持って

行きたいと思います。

・晴山　美智子様～本日より、作業導入です。貼り絵を集中し、行っています。一つの

ことを飽きる事なく、根気強く、継続できるように関わっていきた

いと思います。

・駒木　洋士　様～作業終了後、話を聞いて欲しいと言われ、昨日作業途中で帰った事

を話されています。尿失禁で、洋服が汚れ、「夜も寝れなくて体調不良だ、スタッフが自分の話を聞いてくれない。尿失禁の事を、情報屋に話している。スタッフオフィスで話をしているのが聞こえる。

スタッフの引継ぎが出来ていないと、スタッフへの不満を話されて

います。人に迷惑を掛けるので、個室に移りたい。」等訴えあります。自分の考えをスタッフに伝え、訴えある時は傾聴し、少しでも作業に取り組めるように関わっていきたいと思います。

· 管井　浩子　様～表情の硬さ見られ「背中が痛い・私は死人だから何もしない」と話　　　　　　　　されていますが、最後まで取り組むこと出来ています。

· 船場　幸子　様～表情の冴えなさあり、うつむき気味で、何をやればいいのか聞きな　　　　　　　　がら行っています。計算ドリルを行っていますが、ドリルが終わっ　　　　　　　　てもスタッフを呼ぶ事なく、声を掛けるまでうつむいて待っていま　　　　　　　　す。妄想様発言や拒否はなく作業取り組まれています。

· 清水　徹　　様～眠い・具合いが悪いと話される事あり、旧作業棟に行き他者と話を　　　　　　　　したり、新作業棟に戻ってこられてもストーブの前で休まれていた　　　　　　　　りと、集中出来ない様子です。色塗りを行っていますが、色分け出　　　　　　　　来ず声掛けすると怒り口調となることもあります。無理せずに集中　　　　　　　　出来る様に関わっていきたいと思います。

· 横山　耕生　様～作業中トイレに行くこと多く、理由問うと「喉が渇いて水分量が多　　　　　　　　い」と話されています。作業前には、必ずトイレに行って頂く様に　　　　　　　　しましょう。

＜Dr猪俣担当患者様NPC評価・検討＞

・駒木　洋士　様～3/23に外出され、免許更新され予定外だった様で疲労感を訴えられ

　　　　　　　　　ています。3/26頃より、呂律不良さ・会話の内容のまとまりなさあ

り、本人も「考えがまとまらない」と話されています。服薬時、薬

包をスタッフに見せずに、勝手に破く事あり、注意要しています。また、睡眠の不安定さあり3/30深夜帯で尿失禁されている事あります。御本人と話し合って、担当スタッフはトイレ誘導について話し合って下さい。

· 下野　正男　様～4月7日　10:00退院予定

退院後は、「漁の手伝いでもするべぇ」と作業スタッフには話されています。

臨床心理士→断酒の意志薄い為、退院療養検討会議までに、今後の事（お酒を飲まない生活・断酒の意志の確認）について担当スタッフは本人様と話し合っていきましょう。仕事終了後やる事がなく、飲酒してしまう傾向がある為、余暇時間の使い方についても話し合って下さい。

＜Dr川端担当患者様＞

・野村　智子　様～入院時は、うつ症状がで主でしたが、生育歴などから、被害的で対人緊張が強い為、「分裂病型人格障害」ではないかと主治医よりお話がありました。入院してから、リスパダールに変更し、入院前よりは落ち着いて過ごす事出来ています。4/4（月）に祖母様がいらした際に今後について面談される予定です。

· 畑山　和光　様～アルコール治療プログラム順調に２ヶ月目行っています。

・下口　正子　様～家族教室である程度、症状が落ち着いたら、施設に入所させて欲し

　　　　　　　いと保護者の方からお話がありました。お父様も知的障害がある為、

本人はお父様と暮らしたいと話されていますが、主治医より出来な

い事を説明しています。主治医より、次回診察時まで今後退院時の

社会資源の選択肢をＰＳＷより教えて欲しいと指示ありますので、

ＰＳＷに情報提供していきましょう。

・宮　　陽子　様～春先になるとソワソワすると話され、薬を増やして欲しいと話され

ています。

リスパダール（1）1T　1×vds　7日分が本日処方となっています。精神状態の観察をしていきましょう。

・畑山　勝司　様～東病棟から転出されてから、日課等分からない事はスタッフに確認

する事が出来ており、能力的には高いのではないかと主治医よりお

話がありました。病棟生活は、問題なく行えていますが、人との関

わりを持てずにいます。周りからのアプローチが必要だと考えられ

ます。

・阿部　善江　様～本日15:30～主治医面談行われています。退院したら、働きたいと本

人話されていますが、働き始めると調子が悪くなるとお兄様からの

お話があり、主治医・お兄様より「退院しても働かなくても良い。

経済的な面は心配しなくても良い」と本人に説明しています。入院

の経緯としては、「病院に薬を取りに来る時遠い」と怠薬し、口調

がきつくなり、入退院を繰り返しています。今後としては、自宅が

遠方な為、近くの病院で受診できないか検討し、また市町村の訪問看護は利用出来ないものかをＰＳＷに情報提供し、進めていきましょう。

・吉田　光良　様～4/1より、タバコ管理が3日に1箱から2日に1箱になります。ご家族

としては、吸わせないで欲しいと以前お話がありましたが、主治医

と約束事を作った事を伝え了解されています。

1 他者とのタバコ、その他のやり取りを絶対しない事

2 ジュース・コーヒー等の要求をしない事

3 タバコは1日10本からは増やさない事

4 小遣いは、今以上には上げない事

　　　　　　　　　　以上を守れなければ、今まで通りに戻す事としています。

　　　　　　　　　　

＜接遇委員会勉強会＞　担当：上村

　患者様の頭の上で私語を交わすスタッフがいます。参考資料

理屈ではいけないことはわかっているはずですが、ついウッカリとやってしまいそうなことです。頭の上で私語をされることは、案外気になり、嫌なものであるということを一度体験してみると、相手の立場に立つことができるのではないでしょうか。体験がすべてではありませんが、体験して肌でわかるということは、相手の事を考える為の自分の幅を広げるのに役に立ちます。

自分がしてみるとよくわかるのではないでしょうか。簡単に体験するためには、患者役、ナース役をきめて、頭の上で私語する場面を疑似体験してみればよいでしょう。患者役としてどの程度いやなものなのかを体験することは、相手の立場に立つことが実感出来る方法でしょう。

